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講師をお招きしてセミナーを開催しました 
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要旨：近年、トポロジカル絶縁体やスピンホール効果など物質中のトポロジーに関する物理現象

が注目を集めているが、本講演では磁性体中のトポロジーの効果を議論する。まず、アハラノフ・

ボーム効果とのアナロジーにより磁性体中のベリー位相の概念を定性的に説明し、それをもとに

我々の最近の研究成果であるスキルミオン格子[1]やマグノンホール効果[2]を議論する。 
[1] X. Z. Yu, Y. Onose et al., “Real space observation of two-dimensional Skyrmion Crystal”, 
Nature 465, 901 (2010).  
[2] Y. Onose et al., “Observation of the magnon Hall effect”, Science 329, 297 (2010). 
 


